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自主財源比率は
8 年ぶりに ５０％超福祉や保育サービスの

提供に係る「民生費」
は過去最大

自主財源

市が自主的に収入すること
ができるもの

依存財源

国や県の意思決定に基づき
収入されるもの

歳入予算額

一般会計一般会計

歳出予算額

入 る お 金使うお 金

歳
さ い

入
に ゅ う

歳
さ い

出
し ゅ つ

　
平
成
３０
年
度
の
市
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
昨
年
６
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
第
２
次
総
合
計
画
の

実
現
に
向
け
、
４
年
間
で
結
果
を
出
す
た
め
に
編
成
し
た

「
本
格
予
算
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
特
別
会
計
・
企
業
会
計　

　
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
の
５
つ
の「
特
別
会
計
」と
、

上
下
水
道
や
病
院
な
ど
の
収
益
事
業
を
行
う
５
つ
の
「
企

業
会
計
」
に
分
類
し
、
経
理
し
て
い
ま
す
。

予 算 額
30年度 ２９年度 前年度比較

特
別
会
計

国民健康保険 ８６億９，０００万円 １０２億１，０００万円 △１５億２，０００万円
後期高齢者医療 ２０億円 １８億７，９００万円 ＋１億２，１００万円
介護保険 ７４億８，３００万円 ６９億８，９００万円 ＋４億９，４００万円
土地取得事業 ２３３万円 ４１０万円 △１７７万円
野洲川基幹水利施設管理事業 ３，０４２万円 ２，１２９万円 ＋９１３万円

小　計 １８２億５７５万円 １９１億３３９万円 △８億９，７６４万円

企
業
会
計

病院事業 収益的支出 ７億５，３３１万円 ９億４，１２０万円 △１億８，７８９万円
資本的支出 １億３０２万円 ５，８６２万円 ＋４，４４０万円

水道事業 収益的支出 ２７億３，７６６万円 ２８億１，２２１万円 △７，４５５万円
資本的支出 １３億７，５１９万円 １０億５，５９７万円 ＋３億１，９２２万円

診療所事業 収益的支出 ２億１，６００万円 ２億１，６００万円 ±０円
資本的支出 ９５０万円 ４，６９２万円 △３，７４２万円

介護老人保
健施設事業

収益的支出 ３億２，２５０万円 ３億１，９００万円 ＋３５０万円
資本的支出 １，２５８万円 １，３１７万円 △５９万円

下水道事業 収益的支出 ３８億６，２７３万円 ３９億６，９２３万円 △１億６５０万円
資本的支出 ２９億７，６６４万円 ２９億８，８６４万円 △１，２００万円

小　計 １２３億６，９１３万円 １２４億２，０９６万円 △５，１８３万円
合　計 ３０５億７，４８８万円 ３１５億２，４３５万円 △９億４，９４７万円

　歳入予算の根幹となる市税
のうち市民税は、景気の好況
により、個人・法人ともに増
収を見込み、市税全体で対前
年度比 7.5％増の約 145 億 9
千万円を計上し、歳入全体の
39.2％を占めています。
　自主財源比率は８年ぶりに
５０％を上回っています。

　 民 生 費 は 過 去 最 大 の 約
１２８億３千万円を計上し、社会保
障制度の充実を図っていきます。
　また、第2次総合計画の基本
計画第１期である平成３２年度
までの間は、「オール甲賀」の観
点で「チャレンジプロジェクト」の
施策に集中的に取り組みます。

歳
さ い

入
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372億3千万円
（H２９  ３９０億円）

372億3千万円
（H２９  ３９０億円）

※内訳について単位未満を四捨五入しているため合計が合わないことがあります。

〈目的別〉

　一般会計（市の基本となる会計）　
　一般会計予算総額は、平成 ２９ 年度当初予算から １７ 億７千万円減少しましたが、福祉・介護分野のニー
ズに応えつつ、合併特例期間を見据えた公共事業の実施など、「選択と集中」型予算として編成しました。

特集

　

平
成
３０
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て

も
、子
育
て・教
育
、地
域
経
済
、福
祉・

介
護
の
３
つ
の
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、
重

点
的
に
取
り
組
む
施
策
を「
オ
ー
ル
甲
賀
で
未
来
に
つ
な
ぐ
!

チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　
次
代
に
甲
賀
市
を
責
任
を
も
っ
て
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に

は
さ
ら
に
高
度
な
行
政
運
営
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
以
上
に
前
例
踏
襲
か
ら
の
脱
却
に
よ
る
歳
出
構
造
の
見
直

し
、
行
財
政
運
営
の
ス
リ
ム
化
と
効
率
化
に
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
１０
年
２０
年
先
を
見
通
す
中
で
、
本
市
の

潜
在
力
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
を
ふ
ま
え
て
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
事
業
を
計
画
的

に
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
今
や
る
べ
き
施
策
を
４
年
間
で
集
中

し
て
事
業
展
開
し
、
結
果
を
出
す
た
め
の
本
格
予
算
と
し
て
、

限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
・
効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
「
オ
ー

ル
甲
賀
」
で
人
口
減
少
へ
立
ち
向
か
い
、
着
実
に
成
果
を
出

し
て
ま
い
り
ま
す
。

甲
賀
市
長
　
岩
永
裕
貴

施
政
方
針（
要
旨
）

オ
ー
ル
甲
賀
で
未
来
に
つ
な
ぐ
！

本
格
予
算

ポイント!ポイント!

自主財源
187億7千万円

50.4％

依存財源
184億6千万円
49.6％

市税
145億9千万円 39.2％民生費

（高齢者や子ども、障がい者の福祉に）

128億3千万円 34.5％

教育費
（学校教育の充実、文化・スポーツの振興に）

43億1千万円 11.6％
総務費

（庁舎整備や地域コミュニティに）

41億5千万円 11.1％

土木費
（道路や公園など公共施設の整備に）

40億6千万円 10.9％

公債費
（市が借りたお金の返済に）

39億1千万 10.5％

衛生費
（健康で衛生的な
生活環境の推進に）

36億2千万円 9.7％

農林水産業費
（農業や林業の振興に）

15億5千万円 4.2％

消防費
（消防団の運営、災害対策に）

15億円 4.0％

商工費
(商工業の振興に)

7億7千万円 2.1％

議会費
2億7千万円 0.7％

労働費
1億5千万円 0.4％

災害復旧費・予備費
 1億1千万円 0.3％

地方交付税
（市の財政状況に応じて国から交付されるお金）

67億円 18.0％

国県支出金
（市が行う事業に対する

国や県からの負担金や補助金）

61億9千万円 16.6％

繰入金
20億5千万円 5.5％

市債
（事業を行うために借りるお金）

28億7千万円 7.7％

自主財源  その他
21億3千万円 5.7％

依存財源  その他
27億円 7.3％
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